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はじめに

1. きっかけはチェコ貴族の研究書 Eagle Glassheim, Noble Nationalists, 2005 [18]

・変わらないために変わる “Nobles changed so as to conserve,...” p.48

ボルシェヴィズムと土地改革という恐怖

・ミイラ取りがミイラに→高貴なる人間から国民への転身

2. 保守革命研究と Karl Anton Rohan (1898-1973)と北大

・クーデンホーフ＝カレルギー (1894-1972)とロアンの対照性

・北大図書館における Armin Mohler文庫→約 5,300冊

1 ロアンを研究する 3つの意義

1. ヨーロッパ統合史の Dark Legacy？　 ex. Laughland [28]

・クーデンホーフの Paneuropa (1923)とロアンの Europa (1923)

・Paneuropa Union (1923-)と Fédération des unions intellectuels (1924-)

・機関誌 Paneuropa (1923-)と Europäische Revue (1925-)

・多彩な交友関係→英植民地相 L. S. Amery,フランスの詩人 P. Valéry,ドイツの作家

T. Mann,チェコスロヴァキア外相 E. Beneš,スペインの哲学者 Ortega y Gasset...

・議会制民主主義への不信，貴族主義，ファシズムへの傾倒

2. 民主主義とファシズムの間　 cf. Mazower [30]

・ヨーロッパにおける民主主義の危機→ボルシェヴィズムかファシズムか

ドイツの法学者M. J.ボン，イギリスの作家 H. G.ウェルズ，米外交官 G. F.ケナン...

3. チェコスロヴァキア史におけるロアン→「歴史の空白」を埋める？

・民主主義の脱神話化とタブーへの挑戦→中田 [35], T. M. Kelly [25]

チェコ・ファシズム D. Kelly [24],対独協力 Pasák [37]，

権威主義的政治文化 Rataj [39],戦後の「精算」Frommer [15]...

・中欧Mitteleuropaと中・東欧Mittel- (Zentral-) und Osteuropa
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2 保守革命のパラドックス

1. 戦争体験と新世代の抬頭

・塹壕の民主性？，大衆＝匿名の支配，テクノロジー

・真実Wahrheitよりも適切さ Richtigkeit，「芸術のための芸術」ではなく実践的なものを！

2. 保守革命のイデオローグたち

・保守革命 Konservative Revolutionとホフマンスタール (1874-1929)

・エドガー・J.ユングによる『劣等者の支配』(1927, 19302)

・オトマール・シュパンの身分制国家→『真の国家』(1921)

3 「ヨーロッパ人」および「ドイツ人」としてのロアン

1. ネットワークとしての『ヨーロッパ・レヴュー』

・元貴族としてのロアン (ブルターニュ→ブルボン王朝における高位貴族→仏革命後，亡命

→ 1808年，ボヘミアに領地を得る→父 Alain Rohanは立憲地主党の上院議員，母

はアウエルスペルグ公爵の娘，ヴァレンシュタイン家の血を引く)

2. チェコスロヴァキアにおけるロアン

・良き協力者としての E.ベネシュとM.ホッジャ

・パンヨーロッパ運動との接点，チェコスロヴァキアとの関係悪化

3. ナチズムへの接近と『ヨーロッパ・レヴュー』からの離脱

・中央党のブリューニング内閣 (1930.3-1932.5)に期待，ヒトラーへの接近

・オーストリア・ナチス党員でありながらドイツ・ナチスからは排除される

・反セム主義に対する微妙な態度→ Europäische Revue (1932.8)における 12本の論考

おわりに―――これからの課題

1. ヨーロッパ・ネットワークと旧ハプスブルクの貴族 cf. Müller [33]

[...] ヨーロッパ・レヴューは，この大陸 [ヨーロッパ]を死の危険から救うわけではない。それは決
定的な問題を解決するわけでは全くない。それは [論考を]集めるだけである。それは即ち，寄稿者
と読者に対して，時宜にかなった新しい，歴史によって必要とされるヨーロッパ性 (Europäertum)
を提示することができる。またそれは，国民，党派，世界観に関わりなく様々な重要人物の意見を

相互に対照し，そしてヨーロッパにおける最も重要な諸問題の状況を読者に説明することによっ

て，問題を明らかにし，見通しが利くようにすることができる。つまりそれは，国民を超えたヨー

ロッパの連関を明らかにすべく，物事の対当関係 (Gegensätze)を明示しようとするものである。
Karl Anton Rohan, “Vorwort des Herausgebers,” Europäische Revue 1/I (1925) pp.1-2, esp.p.2.

2. 中・東欧におけるロアンのヨーロッパ構想

・Elemér Hantos (1882-1946)のドナウ連邦，独墺関税同盟計画 (1931)，

ドイツによる中欧概念，西欧諸国の思惑 (ex. タルデュー・プラン) etc...
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[‡‡‡] 二次文献.

[10] Hans Manfred Bock. “Das ‘Junge Europa,’ das ‘Andere Europa,’ und das ‘Europa der weißen Rasse’:
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